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●このたびはＴＡＫＥＸ ＣＣＤビデオカメラをお買いあげいただき，誠にありがとうございました．

●この説明書と添付の保証書をよくお読みのうえ，正しくご使用下さい．
その後大切に保管し，わからない時は再読して下さい．
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［変更履歴］

版 変更内容 記事 日付 文書番号 備考
１ 初 版 － 初 版 2001/03/04 K01304 VER 1.0

本説明書中での付加表記について

（注）… ご使用に際してご注意頂きたい点を解説しています．

（！）… 従来製品（ＦＣ３００）との比較の上で特にご注意頂きたい点を解説しています．

［用語］… 本カメラの動作を説明する為に特別に規定する用語を解説しています．

［解説］… 本カメラの動作を理解する上で必要と思われる事柄を解説しています．
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（注意）この取扱説明書ではデジタルビデオカメラＦＣ３２０と内容の異なる部分について説明しています．
本説明書に記載されている以外の内容については添付の”フルフレームシャッタビデオカメラ／ＦＣ３２０”
の説明をご参照ください．（コネクタの接続内容については本説明書に記載のある内容を適用します．）

１．特長

ＦＣ３２０ＲはデジタルビデオカメラＦＣ３２０にＲＳ－２３２Ｃによる通信機能を付加した製品です．
ＲＳ－２３２Ｃ通信を用いる事によりカメラの内部設定値を外部制御が可能です．

２．概要

カメラ背面のカメラコネクタ（１２ピン丸形コネクタ）にＲＳ－２３２Ｃ通信用の信号（ＴＸＤ，ＲＸＤ）が配置されています．
通信制御に用いられるコマンド体系は上位機種；ＦＣ１３００のサブセット（下位互換）となっていますので，一部のコマンドを
除いてＦＣ３００と同様の通信コマンドの使用が可能です．

３．各部の説明

（１）カメラコネクタ(HRS HR10A-10R-12PB)

カメラケーブル接続コネクタ（12ピン）のピン配置を図３－１に，各ピンとそれに対応する信号名を 表３－３に示します．

表３－３

ﾋﾟﾝ番号 信 号 名 内 容 備 考

1 ＧＮＤ（ＯＶ） 電源用グランド
（カメラ外側より見たピン配置）

2 ＋１２ＶＤＣ ＤＣ電源入力
FC320と同じ

3 ＧＮＤ 信号用グランド

4 ＮＣ 無接続

5 ＧＮＤ 信号用グランド

6 Ｖｉｎｉｔ 外部トリガ入力

7 ＲＸＤ 受信データ(232C) FC320では無接続

8 ＧＮＤ 信号用グランド FC320と同じ

9 ＴＸＤ 送信データ(232C) FC320では無接続

10 ＧＮＤ 信号用グランド

11 ＳＴＲＢ ストロボ出力 FC320と同じ

12 ＧＮＤ 信号用グランド

カメラに接続されるカメラケーブル（コネクタ付）は別売品で２ｍ～２５ｍまでの長さで各種あります．
本カメラは２５ｍ以下のカメラケーブルに対して設計されておりますので，２５ｍを越えるケーブルでのご使用はできません．

（注）７，９番ピンにＲＳ－２３２Ｃ信号が割り当てられている点にご注意下さい．弊社のコントローラ製品や他社の製品で
これらのピンにＴＴＬレベル信号が配置されている製品を接続すると，これら接続した機器や本機の入出力回路などが
破壊される場合があります．（ＲＳ－２３２Ｃの電圧範囲が最大－１５Ｖ～＋１５Ｖとなっている為）

（注）カメラケーブルの最大長２５ｍでもＲＳ－２３２Ｃ通信機能動作は可能ですが，ノイズ環境の厳しい場所などで通信動作が不
安定な場合はカメラケーブル長１０ｍ以内でのご使用を推奨致します．

（注）カメラコネクタ以外のコネクタについてはＦＣ３２０と同内容となっています．
→添付のＦＣ３２０取扱説明書をご覧ください．

４．操作方法

ＦＣ３２０Ｒは，ＲＳ－２３２Ｃインターフェイスによって，外部コンピュータなどからコントロールすることができます．
ここではこのカメラのＲＳ－２３２Ｃ通信による外部コントロールの方法を説明します．

（注）ＲＳ－２３２Ｃ通信以外の通常の操作方法については添付の”フルフレームシャッタビデオカメラ／ＦＣ３２０”取扱説
明書をご参照下さい．

（１）ＲＳ－２３２Ｃの接続と通信設定

ユーザ側のコンピュータと本機の接続は次頁の接続例の図を参考にして下さい．

［解説］本機ではＦＣ３００などとは異なり”ＲＴＳ”信号出力が省略されていますのでコンピュータ側のＣＴＳ信号と同側
のＲＴＳ信号をコネクタ内で接続する様にします．
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※ＲＳ－２３２Ｃ通信設定は下の通りとして下さい．

ボーレート ： ９６００ｂｐｓ
データ ： ８ｂｉｔ／キャラクター
ストップビット ： ２ｓｔｏｐ ｂｉｔ
パリティ ： 無し
ＸＯＮ／ＸＯＦＦ ： 制御無し

（２）ＲＳ２３２Ｃ コマンド

コマンドパケットはＳＴＸ（０２ｈ）で始まり，コマンドコード，コマンドオプションパラメータへと続き最後にＥＴＸ（０３
ｈ）で終了します．パケット内部はすべて８ビットのＡＳＣＩＩコードです．
カメラが１パケットを受信（ＥＴＸ：０３ｈを検知）した場合，正常なパケットと判断した時は，処理完了信号（ＡＣＫ：０６
ｈ）を返信，または，受信コマンドに応じた，返信を行います．異常なパケットと判断したときは，異常信号（ＮＡＫ：１５
ｈ）を返信します．

（３）コマンド ”ｅ”

ファンクション：ページメモリの初期化

ホスト側送信 ： ＳＴＸ：”ｅ”：ＥＴＸ

カメラ側返信 ： ＳＴＸ：ＡＣＫ：ＥＴＸ （処理完了），または，
ＳＴＸ：ＮＡＫ：ＥＴＸ （処理不能）

※次回電源投入時にＣＰＵは、各ページメモリを初期化します．この初期化は，初期出荷値ではなく，生産時の初期動作用の値
に初期化されます．

（４）コマンド ”Ｒ”

ファンクション：カメラ動作、設定状態をレポートするコマンド
コマンドコード”Ｒ”の次にオプションコードを付けることで

Ｇ：ゲイン ・レポート
Ｓ：シャッタ ・レポート
Ｔ：シャッタSWセット・レポート
Ｖ：カメラ・バージョン・レポート

が選択できます。

（！）本機ではＦＣ３００に有る ”Ａ：アナログ・レポート”コマンドは使用出来ません．

①ゲイン・レポート

ホスト側送信 ： ＳＴＸ：”Ｒ”：”Ｇ”：ＥＴＸ

カメラ側返信 ： ＳＴＸ：ＡＣＫ：”Ｒ”：ＭＧＣ設定値：（ＡＧＣ設定値）：（ＶＲＴ設定値）：
（ＶＲＢ設定値）：ＯＦＦＳＥＴ設定値：ＥＴＸ

（！）（ ）内の値はＦＣ３００での返送内容で本機では使用しません．本機では不定値が返送されます．

②カメラ・バージョン・レポート

ホスト側送信 ： ＳＴＸ：”Ｒ”：”Ｖ”：ＥＴＸ

カメラ側返信 ： ＳＴＸ：ＡＣＫ：”Ｒ”：

ＴｘＤ

ＲｘＤ

ＧＮＤ

ＴｘＤ

ＲｘＤ

ＣＴＳ

ＧＮＤ

本機（カメラ） ユーザ側（コンピュータ）

（接続例）

ＤＳＲ

ＤＴＲ

ＨＲＳ
ＨＲ１０Ａ－１０Ｒ－１２Ｓ
（メス・プラグ）

（注）コンピュータ等の種類に
よってプラグの形状やピ
ン配置が異なります．

→別途コンピュータ等の説
明書をご覧ください．

（注）本機ではＲＴＳ信号が省
略されていますので図の
様にコンピュータ側のＣ
ＴＳ信号は同側のＲＴＳ
信号と接続して下さい．

⑨

ＤＣＤ

ＲＴＳ

⑦

⑧
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”Ｔａｋｅｎａｋａ ＳＹＳ． ＦＣ３２０Ｒ Ｖ１．２０ ＰＳ３２１２”
：ＥＴＸ

※下線部の数値はカメラのコントロールプログラムバージョン番号やファイル名を示しています．これらの値はプログラムのバ
ージョンにより異なります．カメラ通信モードの確認，カメラ内部の情報を取得する際にご利用ください．

③シャッタSW・レポート

ホスト側送信 ： ＳＴＸ：”Ｒ”：”Ｔ”：”Ｈ”or ”Ｌ”：ＥＴＸ

カメラ側返信 ： ＳＴＸ：ＡＣＫ：”Ｒ”：”Ｈ”or ”Ｌ”：
ＳＷ０：ＳＷ１：ＳＷ２：ＳＷ３：ＳＷ４：
ＳＷ５：ＳＷ６：ＳＷ７：ＳＷ８：ＳＷ９：ＥＴＸ

※高速シャッタの設定を読み出す場合は，”Ｈ”
長時間シャッタの設定を読み出す場合は，”Ｌ”を送信して下さい．
シャッタSW ＳＷ０～９に設定されている，露光時間情報を返信します．

⑤シャッタモードレポート

ホスト側送信 ： ＳＴＸ：”Ｒ”：”Ｓ”：ＥＴＸ

カメラ側返信 ： ＳＴＸ：ＡＣＫ：”Ｒ”：”Ａ”or ”Ｍ”：”Ｈ”or ”Ｌ”：”□”：
露光時間：ＥＴＸ

返信される文字列は，以下のような意味を持っています．
ＳＴＸ：ＡＣＫ：”Ｒ”：”Ａ”or ”Ｍ”：”Ｈ”or ”Ｌ”：”□”：露光時間：ＥＴＸ

※１ ※２ ※３ ※４
※１ Ａ：ランダムシャッタ

Ｍ：連続シャッタ

※２ Ｈ：高速電子シャッタ
Ｌ：長時間電子シャッタ

※３ 空き（”□”は１バイトのデータを示します）

※４ 露光時間
電子シャッタ露光時間として、４キャラクターを返送します。

・電子シャッタ露光時間が外部設定されている場合
露光時間が１Ｈ（水平走査時間）単位，または，１Ｖ（垂直走査時間）単位で設定されている場合は，そのＨまたはＶの
露光設定カウント値を返送します。（②がＨの場合は，高速電子シャッタでＨ単位、Ｌの場合は，長時間電子シャッタの
ためＶ単位となります。）
例 シャッタ露光時間が １Ｈ（１／１００００）の場合 ”０００１”

シャッタ露光時間が１６Ｈ（１／ １０００）の場合 ”００１０”

・電子シャッタ露光時間がコネクタパネルのシャッタスイッチ番号で設定されている場合
例 シャッタスイッチ＝４にセットされている場合 ”Ｉ４．．”

シャッタスイッチ＝９にセットされている場合 ”Ｉ９．．”

・電子シャッタ露光時間がＲＳ－２３２Ｃコマンドによりシャッタスイッチ番号で設定されている場合
例 シャッタスイッチ＝３が指定されている場合 ”Ｓ３．．”

シャッタスイッチ＝９が指定されている場合 ”Ｓ９．．”

（６）コマンド ”Ｇ”

ファンクション：ゲイン設定コマンド

ホスト側送信 ： ＳＴＸ：”Ｇ”：ＭＧＣ設定値：（ＡＧＣ設定値）：（ＶＲＴ設定値）：（ＶＲＢ設定値）：
ＯＦＦＳＥＴ設定値：ＥＴＸ

カメラ側返信 ： ＳＴＸ：ＡＣＫ：ＥＴＸ （処理完了），または，
ＳＴＸ：ＮＡＫ：ＥＴＸ （処理不能）

（！）（ ）内の値はＦＣ１３００への送信号内容で本機では使用しません．本機へは適当な数値（”ＦＦ”など）又は”．”
を送信して下さい．

ＭＧＣ及びＯＦＦＳＥＴの各データ設定値は，１６進数２桁のＡＳＣＩＩコードでセットします。
例 レベル ８（１０進）をセットする場合 ”０８”

レベル２００（１０進）をセットする場合 ”Ｃ８”
また、設定変更する必要の無いデータ設定部は、”．”（ピリオド）をセットすることで、送信前の設定値を保持させること
ができます。

例 ＭＧＣだけをレベル１０（１０進）にセットする場合
ＳＴＸ：”Ｇ”：”０Ａ”：”．”：”．”：”．”：”．”：ＥＴＸ

ＶＲＴを２１０（１０進）ＶＲＢを４０（１０進）にセットする場合
ＳＴＸ：”Ｇ”：”．”：”．”：”Ｄ２”：”２８”：”．”：ＥＴＸ

（６）コマンド ”Ｓ”

ファンクション：シャッタモード，シャッタ露光時間設定コマンド
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ホスト側送信 ： ＳＴＸ：”Ｓ”：”Ａ”／”Ｍ”：”Ｈ”／”Ｌ”：”□”：露光時間：ＥＴＸ

カメラ側返信 ： ＳＴＸ：ＡＣＫ：ＥＴＸ （処理完了），または，
ＳＴＸ：ＮＡＫ：ＥＴＸ （処理不能）

送信コマンドは以下の意味を持っています．
ＳＴＸ：”Ｓ”：”Ａ”／”Ｍ”：”Ｈ”／”Ｌ”：”□”：露光時間：ＥＴＸ

※１ ※２ ※３ ※４
※１ Ａ：ランダムシャッタ

Ｍ：連続シャッタ

※２ Ｈ：高速電子シャッタ
Ｌ：長時間電子シャッタ

※３ 空き（”□”は１バイトのデータを示します）

※４ 露光時間
電子シャッタ露光時間として、４キャラクターを送信します。

・電子シャッタ露光時間を外部設定する場合
露光時間を１Ｈ（水平走査時間）単位，１Ｖ（垂直走査時間）単位で設定する場合には，そのＨまたはＶの露光設定カウ
ント値を設定します．（設定値をＨまたは，Ｖのカウント値とする切り替えは②のＨ／Ｌで行います。）
例 シャッタ露光時間を １Ｈ（１／１００００）とする場合 ”０００１”

シャッタ露光時間が１６Ｈ（１／ １０００）とする場合 ”００１０”
・電子シャッタ露光時間をコネクタパネルのシャッタＳＷ番号で設定する場合
例 シャッタＳＷ ４にセットする場合 ”Ｓ４．．”

シャッタＳＷ ９にセットする場合 ”Ｓ９．．”
例 シャッタモードを，ランダム・高速シャッタで露光時間を３Ｈに設定する場合
ＳＴＸ：”Ｓ”：”Ａ”：”Ｈ”：”．”：”０００３”：ＥＴＸ

例 カメラ本体の背面パネルコントロールに戻す場合
ＳＴＸ：”Ｓ”：”．”：”．”：”．”：”００００”：ＥＴＸ

（７）（コマンド ”Ａ”）

本コマンドはＦＣ３２０Ｒでは使用出来ません（ＦＣ３００などの上位機種でのみ使用可能です）．

（８）コマンド ”Ｅ”

ファンクション：シャッタメニュー編集コマンド

ホスト側送信 ： ＳＴＸ：”Ｅ”：”Ｈ”／”Ｌ”：ＳＷ０：ＳＷ１：ＳＷ２：ＳＷ３：
ＳＷ４：ＳＷ５：ＳＷ６：ＳＷ７：ＳＷ８：ＳＷ９：ＥＴＸ

カメラ側返信 ： ＳＴＸ：ＡＣＫ：ＥＴＸ （処理完了），または，
ＳＴＸ：ＮＡＫ：ＥＴＸ （処理不能）

※”Ｈ”／”Ｌ”は，高速シャッタ設定の場合は，”Ｈ”
長時間シャッタ設定の場合は，”Ｌ”をセットします．

※ＳＷ０～ＳＷ９は，シャッタSW番号にセットする露光時間（Ｈ，または，Ｖ）を１６進数４桁でセット します．
※ＳＷ０の露光時間は変更できません．

例 高速シャッタのＳＷ５の露光時間だけを８８（１０進）に変更する場合
ＳＴＸ：”Ｅ”：”Ｈ”：”．”：”．”：”．”：”．”：”．”

：”００５８”：”．”：”．”：”．”：”．”：ＥＴＸ

（９）コマンド ”Ｗ”

ファンクション：動作モード記憶（ＳＡＶＥ）コマンド

ホスト側送信 ： ＳＴＸ：”Ｗ”：記憶ページ（”Ａ”～”Ｆ”）：ＥＴＸ

カメラ側返信 ： ＳＴＸ：ＡＣＫ：ＥＴＸ （処理完了），または，
ＳＴＸ：ＮＡＫ：ＥＴＸ （処理不能）

（10）コマンド ”Ｌ”

ファンクション：動作モード読み出し（ＬＯＡＤ）コマンド

ホスト側送信 ： ＳＴＸ：”Ｌ”：読み出しページ（”Ａ”～”Ｈ”）：ＥＴＸ

カメラ側返信 ： ＳＴＸ：ＡＣＫ：ＥＴＸ （処理完了），または，
ＳＴＸ：ＮＡＫ：ＥＴＸ （処理不能）

※ページ Ｈ には工場出荷時のデータが記録されていますので，出荷時の状態に戻したい場合にご使用下さい．
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５．使用上の注意

●本機では７，９番ピンにＲＳ－２３２Ｃ信号が割り当てられている点にご注意下さい．弊社のコントローラ製品や他社の製品でこ
れらのピンにＴＴＬレベル信号が配置されている製品を接続すると，これら接続した機器や本機の入出力回路などが破壊される場
合があります．（ＲＳ－２３２Ｃの電圧範囲が最大－１５Ｖ～＋１５Ｖとなっている為）

→周辺機器と本機を接続する場合は事前に各コネクタピンの接続内容をお確かめ下さい．

●その他，一般的な注意事項については添付の”フルフレームシャッタビデオカメラ／ＦＣ３２０”取扱説明書の巻末をご覧くだ
さい．


